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低料第三種郵便 

障害福祉サービス事業所 

生活介護・就労継続支援（Ｂ型） 

  ふきのとう 

〒193-0834 

八王子市東浅川町625-5 

TEL 042(667)4158 

FAX 042(667)9489 

東京都認定短期入所施設 

認定短期・日中一時・移動支援 

  ころぽっくる 

〒193-0834 

八王子市東浅川町629-1 

TEL 042(666)5609 

FAX 042(666)5619 

障害福祉サービス事業所 

就労継続支援（Ｂ型）・生活介護 

  ひのき工房 

〒193-0826 

八王子市元八王子町2-1839-2 

TEL 042(667)2158 

FAX 042(667)2168 

社会福祉法人 蕗の会 

蕗の会だより 

 

グッド・トイ2014選定証をいただきました！！ 
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「地域社会に開かれた施設に」      理事長 岩澤六夫  
                                       
＝施設も利用者も近隣住民の皆さんに親しみを持って受け入れられ、 

いざという時にお互いに助け合える関係を作りましょう！＝   

                                   

3.11 の大震災で障害のある人やお年寄りの施設の重大被災率が高かったため、施

設と地域の連携の必要性が強調されました。しかし、「地域社会との連携」という標

語を揚げるだけでは何も進みません。 

 第二ふきのとうも、10 年かかって地域に溶け込み近隣住民にとても親しまれ、日

常的な交流が自然に出来るようになっていましたが、その東浅川の原町町会から、

それまで何一つ関わりがなかった元八王子町に施設づくりを計画した時、私共の申

し出は、当初ほぼ拒絶に近い抵抗を受けました。何度も足を運び、時には利用者も

一緒に理解を求め続け、何年もかかってやっと建設の了解を頂きました。 

 平成 21 年 4 月ひのき工房として開所してから、私共は、町会をはじめ近隣住民、

小中学校、保健生協、他の福祉施設の方々と双方向のお付き合いを始めました。満

5 年経った現在の地域との関わりは、次のようなものです。 
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地域とひのき工房の関わり 
(イ)地域町会の一員として参加 
 ①町会定期総会、北八日市四組総会いづれも必ず参加 
 ②地域防災訓練には、通所日として職場利用者の多数が参加 
 ③町会特防隊、数名の職員が隊員としてその活動に参加 
 ④町会夏祭り、はちせい祭り、はちせいふれあい感謝祭に利用者と出店参加交流 
 ⑤町会研修旅行、新年会に参加 
(ロ)地域のために協力 
 ①集団回収 年計 10 回 
  （二丁目町会は、個別回収、三丁目は数ヶ所にまとめられたものを回収） 
 ②毎年城山小の 6 年生の木工授業（３時限、利用者と共に協力） 
 ③地域の子供たちのために町会がやっているサタデースクールのお手伝い、 

役員さんがひのき工房で、竹トンボ作り等の準備をされたりしています。 
 ④小、中学校やミニストップなど地域商店のペットボトル、ダンボールの回収に 

協力 
 ⑤施設前の生活道路の雪かき、草刈を年何回も実施、とても喜ばれている。 
(ハ)ひのき工房祭りなど、ひのき工房の行事に地域の皆さんが積極的に参加 
 ①毎年、地域住民など約 500 名参加 
 ②近隣農家がとれたて野菜など出店参加 
 ③スターバックスなどコーヒー無料サービス 
 ④その他、中学校から社会勉強のため毎年実習 
 ⑤毎年２月ミニストップより恵方巻プレゼント 
 ⑥利用者さんが、ひのき工房便りを近隣四組住民に個別配布 

 

これらの地域との関わりによってかろうじて「作っても良い施設」から出発し、

「地域にあってもよい施設」になり、今は、「あったほうがよい施設」になりつつあ

ります。今後は、たとえ何年かかっても「地域になくてはならない施設」に、成長

していけるよう、毎年一歩一歩努力していかねばなりません。 

 

社会福祉法人蕗の会の前身である無認可「ふきのとう」は、東浅川町、三田町会

のけやき通りで、平成 2 年に産声をあげました。発足当時は、リサイクルやバザー

が主な作業でしたが、近隣住民の皆さんが空き缶や古紙、そしてバザー用品を持っ

て来て下さいました。一年に何回も歩道一杯に店を広げてのバザーは、とても人気

で、いつも盛況でした。その結果、法人格をとり、新しい施設を同じ町会に建設す

ることになった時も、地域住民や町会から何の反対もなく、ごく自然に受け入れて

いただきました。平成 15 年新施設に移ってからも町会の夏祭りや十二社神社の灯明

祭など、積極的に出店参加していました。ふきのとう職員、利用者は勿論、御家族

やボランティアの皆さんが積極的に協力して作り上げていった“ふきのとう工芸祭”

には、大勢の地域住民の皆さんが参加し、仲間の障害者施設も沢山協力出店し、と

ても盛大な祭りになっていきました。御家族の方たちが、駐車場に作った舞台で、

いろんな出し物もありましたね！ 

 

「いつでも、だれでも利用できるショートステイを」という御家族の要望で平成

18 年に開設した「ころぽっくる」も、地域の方の土地提供というありがたい支援で

出来たものです。私達蕗の会は、それぞれの施設が、これからも地域住民に親しみ

を持って受け入れられ、助けられ、そして地域のためにも役に立つ、なくてはなら

ない施設に成長し続け、利用者の皆さんが住み慣れた地域で気持ちよく安心して暮

らせるよう努力していきたいと思います。皆様方の御理解と御支援を今後も引き続

きよろしくお願い申し上げます。 
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平成２６年度 法人本部 事業計画 

                          社会福祉法人 蕗の会 

                               法人事務局 

 

１．法人理念、経営方針の策定 

法人の経営目的や目指すものを明示し、目的遂行のための精神的バックボーンで

あり常に戻るべき原点として「法人理念」を制定し、理念の実現に向けて行う法

人の運営や活動の基本的考え方（基本方針）として「組織運営方針」を策定する。

理念や方針を全職員が理解・共有することにより、多種多様な人の集団である蕗

の会の組織に一本の芯を通し、結束して一貫性のあるサービスを提供できる土台

とする。 

 

２．人材の育成 

昨年度は採用活動を活発に行い、法人運営に必要な人員数を確保することができ 

た。今年度は在籍する職員の個々の能力アップと、それを結集させることにより

法人としてのパワーを一層大きなものとするために次の施策に着手する。 

①新たに策定される「法人理念・経営方針」を実現する人材を育成するための「人

材育成基本方針」の策定。 

②組織運営に必要な「資格」について、将来も見込んで取得計画を立案し、必要

に応じて研修会等に派遣。 

③職員の資質と支援能力の向上のため、法人内研修に注力する。 

④法人としての一体感の醸成のため、施設間職員交流を活発に行う。 

   ・施設行事や施設主催の研修等に他施設からの参加要請。 

   ・３施設合同での行事や懇親会の開催。    

   ・施設間の人事異動・人事交流の実施等 

⑤新入職員採用時の教育マニュアルを作成し、新人教育を実施する。 

 

３．資産の有効活用 

昨年、ひのき工房で取得した隣地不動産を、法人としてどのように利用するのが 

最も効果的な活用か、ひのき工房と共に検討を行う。 

 

４．会計業務の効率化 

当法人では「新・福祉法人会計基準」に基づき経理処理を行っているが、現在

使用しているソフトでは十分に対応しきれておらず、個人のノウハウにより処理

や判断をせざるを得ないことがしばしば起こり、ミスを防ぐためのチェックを何

度も行うことが必要であるなど、効率が良いとは言えない。 

経理処理の適正化と効率向上・工数削減を目的に「新会計ソフト」導入の必要

性について検討を行う。必要と判断された時は、効率性・利便性、経済性等につ

いて調査し、最適なソフトを導入する。 

 

５．法人機関紙蕗の会だよりの発行 

施設間はもとより支援を頂いている地域住民や関係者の皆さんに 1 年間の方針 

や決算内容をお知らせします。 
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平成２６年度 ふきのとう 事業計画 

                      ふきのとう施設長  江川 修己 

 

＜２６年度重点目標＞ 

個別支援計画に基づき住み慣れた地域で生活する、いろいろな障害のある方が、その人らしく生

きるために必要な支援をともに考え、必要な援助をしていく。 

１．生産活動 

  木工製品の製作等・・個々の作業能力が充分発揮できるように工夫する。 

  販売活動    ・・委託販売や出店、「森のお店（施設内）」の販売の方法やディスプレイなどに 

も積極的に利用者意見を取り入れ、意欲的に取り組めるように工夫する。 

実習及び求職活動・・当施設での訓練はもとより同種他施設とも交流を図りながら視野を広め一般 

就労に向けた実習に関する情報収集に努め各利用者に参加を推奨していく。 

就労移行及び職場定着支援・・訓練を通して協調性とコミュニケーションを体得させ、働くことの

大切さと喜びを体感できるように導いていく。 

２．利用者支援の具体的な内容 

 個別支援計画に基づき、下記の活動に取り組む。 

①生活の支援 

食事・排泄・移動動作などの基本的な日常動作等、自立生活に必要な支援を行う。 

②授産活動 

木工製品の製作、販売活動等、意欲的に取り組めるように工夫する。 

③その他の活動 

 授産活動だけでなく、手芸教室、パソコン教室、ハンドベル音楽教室、絵画教室等レクリエ

ーションや通所中の様々な活動の中で個々の力を発揮し、生き生きと参加できるように工夫

する。 

３．地域との交流他 

①夏祭り、誕生会などの施設行事を企画し、畑の貸出を行い、地域の方々やボランティアの皆さ

んに参加していただき、相互理解の場とする。 

②機関誌「蕗の会だより」を年１回発行し、蕗の会３施設の活動報告や、読者の方の意見を掲載

することで蕗の会の活動への理解をしていただく場とする。 

③八王子市内特別支援学校、八王子市内の大学等の実習生を受け入れ、通所者の方々と直接交流

する機会を持つことで、障害を持つ方への理解を深めてもらう。 

４．職員個々のスキルアップと連携の強化 

  ①定期的な職員ミーティング、生活支援会議の開催や、日常的な連絡の徹底など、より連携の取

れた職員集団を目指す。   

②内部研修の実施や、外部での研修に積極的に参加し、様々な疾病や障害への知識を高めること

につとめる。 

③身体介護の技術を身につける等、職員一人一人のスキルアップにつとめる。 

④島田療育センター八王子所長、小沢医師による施設訪問診察を年４回実施する。 
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平成２６年度 ころぽっくる 事業計画 

                       ころぽっくる施設長  秦 淳一郎 

 

 

 

 

 

 

＜事業運営方針＞  

 ①障害のある方が、住み慣れた地域でいきがいをもち、自分らしく生きることを、

ショートステイを通して支援する。 

（１） 利用者とその家族が安心して利用できる環境を作る。  

（２） 利用中、一人ひとりの持つ能力を活かした生活ができるように支援する。 

（３） 地域の人たちと交流の機会を持ち、相互理解の場を持つ。  

（４）  利用者一人ひとりにあった社会参加における移動支援を行う。  

 ②「安定した運営基盤の確立」  

  （１）地域生活支援事業を単独事業として運営できるよう、他の事業所の見学

等行い、運営方法を再考していきます。  

  （２）行政への運動を継続し、支援をするために必要な額を助成するよう訴え

ていきます。 

  ③「支援内容」 

（１）寄り添い、心を吸い上げる支援に努めていきます。 

（２）家庭にいるように、安心できる雰囲気作りに努めていきます。  

（３）活動（造形・外出・音楽）の充実、楽しく過せるよう工夫していきます。  

 ④「より質の高い職員集団を目指す」  

利用登録者は、年齢層も幅広く、毎日利用される方も違います。それは、「日々

利用者さんが必要とする支援内容が異なる」ということを表しています。  

その中でも、安全に安心して過ごせるよう一人ひとりの理解に努めるために、

知識や技術の習得に取り組みます。  

（１）内部・外部研修への参加により、支援者としての資質向上に努める。  

（２）日常の引き継ぎ業務の徹底、業務ミーティングの実施により、職員間の  

連携を高める。  

事 業 所 名 東京都認定短期入所施設 ころぽっくる  

事 業 名 

地域生活支援事業  

（１） 認定短期入所事業  

（２） 日中一時支援事業  

（３） 移動支援事業  

職 員 数 施設長（１）非常勤職員（２６）  
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平成２６年度 ひのき工房 事業計画       

ひのき工房 施設長   関 裕子 

＜ ２６年度重点目標＞ 

1. 事業方針 

① 私たちは、障害のある方たちが地域で自分らしく自立した生活を営み、元気で生き生きと楽しく

働けるよう、職員一丸となって利用者支援に取り組む 

② 毎年工賃アップを図り、５年以内に利用者工賃平均月額３万円の実現をめざす 

③ この地域で障害のある人たちが共に生きていけるように、地元町会・住民等と地域交流を深め、

地域の皆様にも役立つ施設作りをめざす 

④ グループホーム開設の可能性を検討し、３年以内の実現をめざす 
 

２．生産活動 ― 工賃アップのため年間売上１，０００万円をめざす！ 

 ① 年間売り上げ目標  

木工 リサイクル 農園 その他 合計 

４００万円 ４８０万円 ５０万円 １０８万円 １０３８万円 

② 木工   ： イベント販売に積極的に参加 ― 定常イベントの他、新規イベント販売開拓 

           新製品開発 ― 木工会議が機能する体制を作り、新製品の種類を増やす 

 ③ リサイクル：利用者･職員協力し、回収・薪作りに安全第一で取り組む 

(パッカー車２台、ダンプ１台) 

３．健康管理 ― リハビリのさらなる充実をめざす！ 

 ① 八王子保健生活協同組合城山病院の嘱託医師による訪問相談を継続実施（月１回） 

 ② 理学療法士によるリハビリを実施（週１回） 

 ③ 医師の指導にもとづいた歩行リハビリ等を、職員が付き添い安全に毎通所日に実施 

 ④ 看護師による健康管理指導（週１回） 
 

４．楽しいレクリェーションがいっぱい！ 

① １年を通し、利用者の皆さんが楽しめる行事を企画する。 

   旅行、花見、公園、紅葉狩り、カラオケ会、ゲーム大会、祭、運動会、コンサート、食事会等                

② 昼休みに、利用者さんも職員も一緒に将棋やウノ、トランプ、卓球、散歩などを行い、利用者

さんの心身の健康維持に努め、楽しく過ごせるよう工夫する。 
 

５．地域交流を大切にし、町会や医療機関等地域との連携強化を図る！ 

 ① 元八２丁目・３丁目町会集団回収、城山小学校の木工教室・中学校の職場体験実習等に積極的

に協力、はちせい祭、町会夏祭り、町会合同防災訓練等にも積極的に参加し、地域住民と今年

もさらに強いつながりを深め、災害時等連携のとれる体制が築けるように努める。 

 ② 地域住民の皆さまに日頃の感謝の気持ちを表し、１１月に第６回ひのき工房祭を行う。 

 ③ ひのき工房だよりを毎月、地域に配布 
 

６．職員の資質向上とチームとして連携のとれた職員集団をめざす！ 

 ① 各ミーティング、会議の充実を図る 

全体ミーティング 毎朝 職員ミーティング 毎朝 

     職員会議  毎週       ケース会議 定期的･ 随時 

木工会議  定期的 

 ② 職員研修会に積極的に参加し、職員のスキルアップに努める（外部研修随時・施設内研修年間6回以上）  
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平成２５年度 法人本部  事業報告 

                        社会福祉法人 蕗の会  法人本部 

１．法人本部事務局体制の整備 

法人本部の職員体制が整ったことにより、整備不十分であった規程・規則 

類の制定・改訂を進めることができた。 

２０件以上の規程・規則・マニュアルなどを制定し、理事会での承認を得て

施行したことにより、公平で円滑な法人運営や事務局業務の効率化に寄与し

た。 

 

２．職員の労働条件の改善 

賃金規程を改訂し、これに基づいて４月から処遇の引き上げを実施した。賃

金の底上げを図ることを目的に、全職員の平均で月額約 11,000 円の賃上げ

を行った。 

これにより毎年必要となる財源は年約４００万円の増であり、今後も毎年月

額 1,000 円の賃上げを行うには、さらに財源の上増しが必要であり、安定的

な収益の拡大・財源の確保の施策が必要である。 

 

３．経理事務のチェック体制の確立 

前記処遇改善の財源を確保したうえで、赤字を発生させないように毎月の 

月次決算を法人事務局では慎重に行うとともに、理事会でも詳細な報告をし

て現状を把握してもらえるよう努めた。 

２５年度は実質的には黒字を確保することができたが、期中にひのき工房で

隣地の土地家屋を購入したため単年度での決算上はマイナスを計上してい

る。 

 

４．「ころぽっくる」の赤字解消 

２４年度に利用者・家族の協力を得て料金の値上げを実施し、さらに単位制

から時間制への改善を行政に認めてもらうことができた。 

加えて、今年度は魅力的なイヴェントを増やして、利用者を増加する努力を

行った。 

その結果、従来年平均約３００万円の運営費の不足であったが、今年度は約

１００万円の不足に改善された。しかし、黒字事業への転換は実現しておら

ず赤字状態は続いている。今後、法人としての基本方針を打ち出し、どのよ

うに事業運営を行うかを判断する必要がある。 

 

５．ホームページ（ＨＰ）の立ち上げ 

前年に立ち上げた「ふきのとう」と「ひのき工房」のＨＰに続き、今年度は

法人本部、蕗の会後援会および「ころぽっくる」のＨＰを立ち上げる計画で

あった。後援会と調整のうえで後援会を含めた蕗の会のＨＰを立ち上げるこ

とができたが「ころぽっくる」については着手できなかった。 
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平成２５年度  ふきのとう 事業報告 

                       ふきのとう施設長  江川 修己 

＜２５年度の成果＞ 

１. 生産活動等売上 

①木工事業         1,590,650円(前年比 137,452円の減) 

②その他の収入        135,526円(前年比 27,167円の減) 

 ２．利用者支援の充実 

①利用者数が２０名以下で、ほぼワンフロアで木工作業・生活介護を行っているので、   

毎夕、スタッフミーティングを約１時間開き、全員の一日の活動・健康・メンタル・ 

エピソード・予定等を記録し、評価し、共有している。非常にきめ細かく丁寧な処遇 

体制と言える。 

②非常勤スタッフ含め、他の福祉施設での経験や、専門職・有資格者が多く日々の生活

展開の検討、改善が迅速に成され、比較的重度の利用者が多いが充実した支援が、提

供されている。 

③その上、明るい笑いと活力に溢れた雰囲気を醸し出している。 

④主力商品「ちょー気持ちいい！！」は、四谷のおもちゃ美術館の仲介で全国各地から 

注文が入ると共に、様々な雑誌に取り上げられている。製作に携わる利用者にとって、

大きな励みと成っている。 

⑤商品数は減ったが、「絵付きヒモ通し」等ユニークな作品は売れ行きが良く、製作意

欲の向上が図られている。 

⑥文化的活動は、引き続き行われ、週３回のハンドベル、月２回の絵画教室、月１回の  

絵手紙教室が定期的に開催されている。 

⑦其々の生活能力の向上の為、算国の学習、パソコン技術の習得、預貯金の練習、歩行 

訓練、立位保持の練習、独力での摂食等様々取り組まれている。 

⑧健康面は、週１回の看護士による健康チェック、ほぼ毎日の体重、血圧等の測定、  

足湯の実施、導尿等排泄の介助、爪切り、緊急時の痰の吸引等実施している。又、３

ヶ月に一度、島田療育園八王子センターの小沢医師が来所し、健康相談にのっている。 

⑨社会参加の、「きょうされん」活動に力を入れ、ほぼ全員が、国会請願の署名・募金 

活動に参加し、寒い冬場、八王子駅前では他施設を圧倒する人数・大声で、「障害者

の権利を守り、生活を向上させる」アピールを行った。それは、客体的存在からの訣

別であり、主体的自己の獲得の雄叫びに他ならない。屈託なく明るく自己主張する、

運動体としての「ふきのとう」と言えよう。 

 ３．地域との協力 

①町内会の祭り、行事に例年通り参加した。 

②隣接の畑を地域の方々に貸し出している。 

 ４．職員体制 

    ①年度途中に施設長の交替があった。（平成２６年１月） 

    ②創設者の一人が、１月末に退職した。 

    ③年度途中に、介護福祉士２名、ホームヘルパー１名、児童指導員1名を採用した。 

    ④年度中に、社会福祉士1名、ホームヘルパー１名、送迎スタッフ1名、ボランティ

アスタッフ1名が、退職・活動終了した。 
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平成２５年度  ころぽっくる 事業報告 

                       ころぽっくる施設長  秦 淳一郎 

 

Ⅰ．事業実績報告＜地域生活支援事業＞・・推移 

① 認定短期入所事業（八王子市在住の方を対象とする） 

年  度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

延べ利用日数 

（前年度比） 

６６７ 

（－８６） 

７３２ 

（＋６５） 

８４７ 

 （＋１１５） 

８８３ 

 （＋３６） 

 

② 日中一時支援事業（八王子市・日野市在住の方を対象） 

年  度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

延べ利用回数 

（前年度比） 

１，６７７ 

（＋１０３） 

１，６０５ 

（－７２） 

１，４９９ 

（－１０６） 

１，４４７ 

（－５２） 

 

③ 移動支援事業（八王子市の方を対象） 

 

 

 

 

 

Ⅱ．活動内容報告（主催行事） 

今年度は、行事数を４回から８回に増やし、行事への申込は、ころぽっくるだよりでお知ら

せ後、すぐにご連絡をいただくことが多くありました。 

・６月  カラオケ大会     １６：００～２０：３０    参加者 １１名 

・７月  外食会          １６：００～２０：３０   参加者 ６名 

・９月   カラオケ大会         １６：００～２０：３０   参加者 ８名 

・１０月 カラオケ大会         １６：００～２０：３０     参加者 ７名 

・１１月 外食会               １６：００～２０：３０     参加者 ８名 

・１２月 イルミネーション見学会 １６：００～２０：３０    参加者 １２名 

・２月   カラオケ大会           １６：００～２０：３０   参加者 １１名 

・３月   スプリングコンサート   １１：３０～１６：００   参加者 １２名 

  演奏団体３団体（手話コーラス山吹会・ラブリーリコーダー・えび～た）   

年  度 平成２５年度 

延べ利用回数 

（前年度比） 

３ 

（＋３） 
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平成２５年度 ひのき工房 事業報告      

ひのき工房施設長  関 裕子 

＜２５年度の成果＞  

１．生産活動等売上  ８，７７３，５９８円達成！                                            (円) 

事業別 リサイクル 木工    農園 その他（請負作業等） 合計 

２５年度売上 4,011,766 3,054,609    346,685 1,360,538 8,773,598 

前年度比 166,364↑     181,860↑     88,295↑     16,357↑     452,876↑ 

前年度より売上アップし、各事業の取り組みの工夫の成果が表れてきている。その結果、月々の工

賃の他にボーナス２回と期末手当も出すことができ、利用者のやりがいに繋がった。リサイクル事

業の市委託薪作り作業は、発注後早めに対応する等責任を持って取り組み、安全に行うことが出来

た。３月には東京都補助金をいただきパッカー車を１台購入、又、アルミ缶リサイクル協会から「平

成25年度アルミ缶回収協力者表彰」を賜った。(就労Ｂ:Ｈ25年度平均工賃月額 19,806円週1～5日利用者平均) 

 

２. 「楽しみ増やす」「持っている力を引き出す」「自立に向けて」利用者支援を充実 

① 毎週の職員会議、毎朝のスタッフミーティング等で情報を共有し協力して利用者支援を進めた。 

② レクの充実：[毎昼休み]利用者さんと職員共に、トランプ、ウノ、将棋、散歩、卓球等     

[年間行事]一泊旅行、お花見、紅葉狩り、コンサート鑑賞、カラオケ会、ゲーム大会、食事会等 

③ 毎週１回、利用者さんの話し合いの場を設け（お話会）、イベントの企画やいろいろなテーマで

話し合い、それにもとづいて実施し、本人たちの希望や意見を実現できるようにすると共に、

利用者さん同士のつながりを大切にして進めた。 

④ 文字書練習、パソコン教室、月2回手話教室に加え1月からお菓子作り教室も開始。 

⑤ 利用者さんの絵、木彫り等、積極的に文化展等に応募。その結果、Ｈ27年きょうされんカレン

ダー採用（今井隆氏）、第28回八王子市障害者文化展努力賞に入選（本宮政吾氏）、八王子東急

スクエアでの展示(3名)など本人の自信に繋がり、楽しみを増やすことに繋がった。 

⑥ 昨年度に就労した1名の就労後支援を毎週定期的に続け、就労は安定している。 

⑦ 蕗の会後援会のご支援を受けて、利用者全員の団体生命共済保険加入を実施 

 

３. 地元町会、学校、住民の皆さんとの協力関係をさらに強化 

① 2丁目・3丁目町会の集団回収も順調   ② 地元小学校･中学校と毎年交流 [城山小]:6年生

の木工指導、サタデースクール、ペットボトル回収に協力  [城山中]:伝統音楽鑑賞会参加 

③ 元八2丁目町会･3丁目町会･地元中学校･小学校などの合同総合防災訓練に利用者･職員33名が

参加(2月)、その他2丁目町会定期総会、夏祭り、餅つき会、新年会、旅行等に参加、交流 

④ 今年も地元のミニストップ様から利用者・職員皆さんに恵方巻き50本をいただき交流 

⑤ 三田町会等の参加要請に応え、夏祭り、十二社灯明祭に出店、交流 

 ⑥ 毎年の隣組北八日市4組総会に出席し近隣住民との親交を深め、又、2度の大雪除雪に協力 

 

４. 毎月嘱託医訪問相談を実施、地元医療機関八王子保健生活協同組合との連携強化 

① 4月より月に2～4回程理学療法士のリハビリを実施し、足の痛みが和らぐ等利用者･ご家族に

喜ばれた。② 嘱託医師の指導を受け、職員が付添い毎通所日に歩行リハビリ等を継続実施 

 

５. 職員スタッフを増やし、職員体制強化とスキルアップ研修実施  [３月末現在、職員24名] 

外部研修にも積極的に参加 ： 福)武蔵野会・福)八王子いちょうの会(虐待防止)・こげら会・

東社協・東京都訪問研修(白梅学園大学講師)等  年間研修24回  年間延参加職員87名 
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ご寄附いただいた皆様に感謝申し上げます。     

ご寄附御礼     ※期間 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日 

◎ころぽっくる運営資金として 

山田様、蕗の会後援会様、山崎様、三上様 

 ◎ふきのとう運営資金として 

秋山様、伊藤様、東京都共同募金会様、岩澤 

 ◎ひのき工房運営資金として 

   高橋様、山田様、荒井様、二丁目町会様、茂木様、仲間様、遠藤様、東京都共同募金会様、 

関、岩澤 

 ◎蕗の会運営資金として 

   平松様、笹野様 

※寄附金の金額については割愛させていただきます。 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年、蕗の会のホームページ（HP）を開設させていただき、情報の発信を進めております。

特に、機関誌ではスペースの関係で掲載できない、予算、決算の詳細も掲載してありますので、

ご覧下さい。 

また、各施設のHPも充実しており、ふきのとうのHP※ には、動画も沢山でていますので、

是非ともご覧ください。（※各施設からリンク）今年は、ころぽっくるのHPも開設予定です。 

♡♠♢♣♤ 蕗の会 HP：http://fukinokai-swc.jimdo.com ♡♠♢♣♤ 

http://fukinokai-swc.jimdo.com/
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ふきのとう トピックス 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014.4.20・21 旅行（大洗・涸沼） 

2014.1.31きょうされん国会請願署名（八王子駅前） 

2013.7.13木工製品販売（八王子東特別支援学校） 

 

2013.6.9世界おもちゃサミット（早稲田大学） 

2013.5.24イオンモール 

2014.2.22実演販売（イトーヨーカドー） 
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ころぽっくる トピックス 
 

１．職員似顔絵紹介（ころだよりでご紹介した方々と送迎担当の方々です） 

                                        

 岡 宏尚       加倉井 幸一      村上 英二 

 

 

            

                                              

    中村 真理子      平松 礼子（送迎）   木部 マリ子（送迎）   

   職員総勢 ２７名 

  楽しさ、笑顔を大事に職員一丸でがんばりますので、よろしくおねがいします。 

 

２．ころの年間行事予定・・毎年人気の行事です！  

   

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 月 事業所行事  月 事業所行事 

６月 カラオケ大会 
 ７月 外食会 

９月 カラオケ大会 
１０月 カラオケ大会 

１１月 外食会 
１２月 イルミネーション見学会 

２月 カラオケ大会 
３月 スプリングコンサート 



1998年10月9日第三種郵便物許可(毎月3回8の日発行) 2014年7月10日発行 SSKU 増刊通巻第4860号 

 

16 

 

ひのき工房 トピックス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひのき工房の新しい風 

ひのき工房で新たに「お菓子作り」「お話会」 

「利用者さん木工会議」を開始しましたよ。 

これからみんなで一緒に作り上げていきたい

と思っています。 

最近のこと in ひのき工房 

企画の

立案＆ 

実行！ 

グット・トイ 

2014年選定証を 

頂きました！！ 
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後援会だより 
 
第１２回蕗の会、後援会総会開催 

去る６月１３日（金）「ひのき工房」において利用者、関係者、職員の方々の参加を得て、開

催されました。提案した議事の①活動報告②決算報告③会計報告が承認され④役員⑤新年度の取

組みと予算計画についても全会一致で承認されました。主な提案内容は次の通りです。 
  

平成２５年度の活動報告 

 平成２５年度の後援会活動の柱となる、施設の利用者が加入する「全労災」保険の掛け金の一

部を負担することが 出来ました。 

 他の取り組みについても、ほぼ達成することが出来ました。 

 

平成２６年度の取組みと予算 

☆施設の利用者が加入する「全労済」保険の掛け金の一部を会で負担をします。 

 その為の会費の増施策を考えます。 

☆各施設で取り組む行事（ひのき工房祭り、いちょう祭り、「ころぽっくる」のクリスマス会 

等）に支援をしていきます。 

 ☆機関誌「蕗の会だより」の発行に合わせて後援会の周知活動に努めます。 

 ☆本部のホームページに後援会の活動を掲載します。 

 ☆蕗の会本部及び各施設の職員の方々との連携を強めます。 
 
２６年度の役員は次の通りです。宜しくお願いします。 

会長   石川 三郎    副会長   百崎 道子 

  会計   大神田 芳子   事務局長  遠藤 秀男 

  幹事   伊藤 要子    幹事    木﨑 真由美 

  幹事   佐藤 悦子    幹事    山本 武志 

  会計監査 前田 和江    会計監査  平松 廣 

 
「蕗の会後援会」平成２５年度決算報告  「蕗の会後援会」平成２６年度予算 

平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3月 31 日  平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3月 31 日 

科 目 収 入 摘 要  科目 収入予算額 摘 要 

会費 256,000 会員数  55 名  会費 300,000 60 名 

返戻金 4,490 全労済団体保険一部負
担金中途解約 

 寄付金 30,000  

雑収入 3,398 役員会会費残金・野菜

売り上げ 

 繰越金 752,216  

繰越金 763,269   計 1,082,216  

計 1,027,157   科目 支出予算額 摘 要 

科 目 支 出 摘 要  寄付 280,000 全労済団体保険一

部負担金「ひのき工
房・ふきのとう」 
 

施設援助費 30,000 ころぽっくるクリスマス  

寄付 224,640 全労済団体保険一部負

担金 

 

振込手数料 6,185   施設援助費 30,000 ころぽっくる 

通信費 3,250 はがき 65 枚  

会議費 10,866 総会  通信費 20,000 はがき・切手 

慶弔費 0   会議費 20,000 総会 

消耗品費 0 事務用品他  消耗品費 10,000 振込用紙印字サー
ビス・事務用品 

    振込手数料 10,000  

繰越金 752,216   予備費 712,216  

計 1,027,157   計 1,082,216  
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        多大なご支援ありがとうございます 

          

  

２５年度後援会会費を納入して頂き、心から厚く御礼申し上げます。 

この会費は「ふきのとう」「ひのき工房」「ころぽっくる」の三施設の活動に有効に使わせていた

だきます。皆様のお名前を掲載させて頂きます。（敬称略・順不同） 

  

           期間 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日 

山田 政行 大神田 芳子 橋本 徹 村上 真弓 

清水 茂子 志村 久義 小関 秀規 秋山 保男 

関口 英子 本堂 公子 井出 太刀三郎 高津 福枝 

植松 敏夫 ㈱溝口祭典 岸 昌江 下楠薗 アヤ子 

大日向 宏 斉藤 セキ子 石川 三郎 江間 和子 

南 廣子 百崎 道子 福田 洋 山本 武志 

大木 哲史 熊谷 弘之 佐藤 修 山本 友明 

荒井 盛雄 村松 昌男 ㈱愛和セレモニー 柿下 良治 

倉石 春子 岩澤 はやと 柿下 豊一 野中 俊正 

峯田 正代 高橋 勇 高松 房枝 田中 裕之 

㈲ﾄﾀﾞｿｳｷﾞｮｳ 西東京事務機㈱ 

小野里 幸美 

西村 和佳子 川合 厚子 

佐藤 一平 高橋 巌 遠藤 秀男 椛島 成冶 

林 和子 関口 大輝 松岡 千晶 清水 真理 

鶴谷 啓一 関 裕子 岩澤 六夫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「蕗の会 後援会」への会費納入のお願い 

    年会費  一口  1,000 円  １口以上 

お振込み先/郵便口座  ０１５０－８－１９４２２７ 

     口座加入者   蕗の会 後援会 

（振込用紙が紛失した場合は上記にお願いします） 

編集後記 

社会福祉法人「蕗の会」の活動報告を、ご利用者のご家族様、ご支援を頂いている後援会

会員の皆様、更には、地域の皆様へお届けするのは法人として最低の責務と考えます。 

今後は、昨年開設した蕗の会のホームページからも情報の発信をして参ります。 

 引き続き法人や各施設へのご意見・ご提案いただけますよう、ご支援・ご協力をお願い致

します。（本部 渡辺）   

 TEL 042-667-2158 FAX 042-667-2168  e-mail fukinokaihonbu@yahoo.co.jp 

 蕗の会 HP：http://fukinokai-swc.jimdo.com 

※管理不十分で送付された皆様には誠に申し訳ございません。お詫びいたします。 

mailto:fukinokaihonbu@yahoo.co.jp
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